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写真番号（22）今村城址（瀬戸市共栄通５－３９前）

水堀
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写真番号（23）田楽城址（春日井市田楽１７９０－１３）
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写真番号（24）上条城址（春日井市上条町２－４８）

濠

現在は駐車場になっているらしい。
土塁・濠の保存の見通しはない。

http://www.japan-net.ne.jp/～hit/data10/jojojo.htmより
焼失前の長屋門

159

昭和30年代・濃尾平野と周辺の中世城館



写真番号（25）大留城址（春日井市大留町字東島）

（１）

（２）

猿投山：高座山　　　　　　　（３）

（４）

160

服　部　英　雄



161

昭和30年代・濃尾平野と周辺の中世城館



写真番号（26）水野城址（水野村大字上水野城ヶ嶺（城が根））

郡誌：水野村大字上水野城が嶺に在り、
往昔、磯村左近なるもの此地に
城を築き而して信長に仕ふ．

写真番号（27）森下城〔上末城〕（小牧市上末）
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写真番号（28）城山城〔大草城〕址（小牧市大草字大洞４７３８西尾宅裏山）

濠跡

篠岡村誌
　「城山城址…大字大草字大洞に城墟を存せり，
文安年中西尾式部道永なるもの城を築き居り
而して岩倉の織田氏に仕へ　此の一帯を領せ
りと云ふ」
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秋葉城から、左の丘：桑下城址

写真番号（29）品野城〔秋葉城〕址（東春日井郡品野町上品野）

　一は峻山の頂、絶壁によりて築きたるものにして天守閣、
邸趾、石垣残存すれど大躰の規模は滅べり、松平内膳正城跡、
東西二十間南北十一間山頭…

○享禄三年　松平清康尾張に出兵、大勝
品野城をとり内膳正家重に賜ふ

○　　　　　尾張方、向城を設けて攻撃す。家次甚雨の夜、
攻め大勝（桶狭間合戦記）

○永禄元年三月　松平信一　三百餘騎籠置
尾州付城をしてせりあふ

松平信忠
左京亮

（桜井）信定
内膳正

（藤井）利長
彦四郎

家康

清定（家重）
内膳正
品野城主

信一
勘四郎、伊豆守
永禄三、品野こもる

忠次（家次）
監物
品野城主
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奥本丸
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